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大石田スポーツクラブ事務局
教育文化課　生涯学習グループ（虹のプラザ内）℡35-2094

入会申し込み、お問い合わせは

通年開催教室

●中学生以下1,000円
●一般～64歳以下2,300円
●65歳以上1,500円
●全額一括納入（通年1教室）10,000円　※4回分お得！！
●回数券（全教室共通6回分）3,000円

①年　会　費

②教室参加費

　大石田スポーツクラブでは令和２年度の会員を現在募集中です。興味のある方はお気軽に
お問い合わせください。

〇スポーツ吹矢教室　　　〇太極拳教室  　　　 
〇ノルディックウォーキング教室  　 
〇仕事帰りエクササイズ（エアロビクス・ヨガ）教室
〇キッズヒップホップ教室  　　
〇【new!!】スポーツ民踊教室  　

年間６つの教室を開催します。

会 費 ①+②を添えて、事務局に申し込みください。

町立歴史民俗資料館

大石田スポーツクラブ会員募集中！
誰でも、楽しく、スポーツを！

　江戸時代、最上川舟運最大の中継地となった大石田河岸。
　ここには広範囲から大量の紅花が集まり、最上川を下って酒田へ、さらに
海路大坂や京都、江戸へと運ばれました。一方、上方や江戸からは、当時最
先端の文化や芸術がもたらされます。その流行の文物の中には、絢爛豪華な
雛飾りがありました。
　大石田には、昔から「お雛見」という風習がありました。
　月おくれの4月3日、旧家では代々伝わる雛人形を飾り、それをご近所や子
どもたちが見てまわるというものです。
「お雛様見せでけらっしゃいっす～」
とか
「お雛さん見でってけらっしゃい」
　などとあいさつを交わしながら、雪深い大石田の冬の終わりと待ちわびた
春の訪れを喜び合いました。
　今回の企画展では、町内に古くから伝わる雛人形をはじめ、古典人形や土
人形などもあわせて展示しています。

日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展「大石田雛人形展」は４月５日（日）まで　
※４月２日（木）、３日（金）は無料入館日です。

日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展「大石田雛人形展」は４月５日㈰まで

■町立歴史民俗資料館
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町議会定例会において、一連の事件について謝罪する村岡町長（写真中央）


